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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
令
和
八
年
の
新
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
地
域
経
済
は
、
産
業
構
造
の
変
化
や
、
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
な
ど
の
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
。
日
本
お
よ
び
地
域
経
済
の
課
題
を
考
え
ま

す
と
、
２
０
５
０
年
に
は
、
生
産
年
齢
人
口
が
二
十

年
比
で
20
％
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
の
急
速
発
達
や
地
政
学
的
な
分
断
は
、
社
会
の
不

確
実
性
を
増
大
し
、
事
業
や
働
き
手
に
求
め
ら
れ
る

資
質
、能
力
が
大
き
く
変
化
す
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

流
山
商
工
会
議
所
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、
地
域
に
根
差
し
た
事
業

活
動
を
通
じ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
多
大
な
る
ご

貢
献
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

流
山
市
は
、「
仕
事
を
し
な
が
ら
子
育
て
も
し
や

す
い
街
づ
く
り
」を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

常
住
人
口
が
約
21
万
６
千
人
に
な
り
ま
し
た
。

流
山
商
工
会
議
所

   

会　

頭　

田
口 

佳
子

流
山
市
長　

井
崎 

義
治

あすのため、
みんなで
スクラム
商工会議所

ま
た
、
近
年
は
流
山
市
内
の
就
労
者
数
も
増
え
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
市
は
単
な
る
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
か
ら
「
住
ん
で
働
く
ま
ち
」
へ
と
進
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
人
口
減
少
が

進
む
日
本
の
中
で
稀
有
な
本
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
テ
ー

ジ
を
活
か
し
、
皆
様
の
事
業
の
更
な
る
発
展
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

流
山
市
が
住
み
や
す
く
働
き
や
す
い
活
力
あ
る
ま

ち
と
し
て
発
展
し
続
け
る
た
め
、
市
と
し
て
も
、
流

山
商
工
会
議
所
及
び
会
員
の
皆
様
と
一
層
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
本
年
も
全
力
で
市
政
経
営
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、流
山
商
工
会
議
所
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
情
況
の
中
、
事
業
者
の
皆
様
方
の
事
業

の
発
展
を
少
し
で
も
お
手
伝
い
で
き
る
よ
う
会
議
所

と
し
て
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
昨
年
も

部
会
を
中
心
に
発
展
的
な
企
画
で
、
様
々
な
セ
ミ

ナ
ー
、
研
修
会
を
開
催
、
流
山
商
工
会
議
所
の
結
束

力
の
強
化
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
十
月

は
、
大
阪
・
関
西
万
博
視
察
研
修
を
実
施
。
世
界
の

中
の
日
本
を
認
識
し
、会
員
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

本
年
度
４
月
よ
り
、
第
三
期
流
山
商
工
会
議
所
戦
略

経
営
委
員
会
を
再
開
。
会
員
の
皆
様
へ
の
新
時
代
へ

の
情
報
提
供
、
意
見
交
換
の
場
と
し
て
展
開
し
て
参

り
ま
す
。Ａ
Ｉ
人
口
知
能
と
共
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

ラ
ン
キ
ン
グ
（
創
造
的
思
考
）
も
の
の
見
方
の
均
一

化
よ
り
、
人
間
が
持
つ
創
造
性
を
必
要
と
す
る
時
代

に
合
わ
せ
て
、
今
後
も
流
山
商
工
会
議
所
は
発
展
し

て
参
り
ま
す
。
最
後
に
、
本
年
の
益
々
の
流
山
市
の

経
済
の
発
展
を
祈
念
致
し
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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年
頭
所
感

　
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る

日
本
経
済
の
再
出
発

　
　
　

日
本
商
工
会
議
所会 

頭　

小
林　

健

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
】

　

さ
て
、
昨
年
の
世
界
情
勢
は
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化

や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
と
い
っ
た
地
政

学
リ
ス
ク
に
加
え
、
関
税
・
輸
出
管
理
・

産
業
補
助
・
投
資
審
査
な
ど
が
複
合
的

に
作
用
し
、
通
商
環
境
の
再
編
が
進
行

す
る
な
ど
、
不
確
実
性
が
一
段
と
高
ま
っ

た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
日
本
経

済
は
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
に
向
け
た

兆
し
が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
物
価
上
昇
に
賃
金
が
追
い

つ
か
ず
、
実
質
賃
金
の
着
実
な
回
復
が

最
大
の
課
題
で
す
。
長
年
に
わ
た
り
染

み
つ
い
た
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払
拭
し
、

成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
確
実
に

循
環
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、日
本
経
済
の「
再

出
発
」に
向
け
た
最
大
の
鍵
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
政
に
お
い
て
は
、
憲

政
史
上
初
の
女
性
総
理
と
し
て
高
市
総

理
が
誕
生
し
、
就
任
直
後
か
ら
ト
ラ
ン
プ

米
大
統
領
を
は
じ
め
各
国
首
脳
と
の
会

談
を
精
力
的
に
行
い
、
首
脳
間
の
信
頼

醸
成
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

高
市
総
理
が
議
長
を
務
め
る
「
日
本
成

長
戦
略
会
議
」
に
お
き
ま
し
て
も
、Ａ
Ｉ
・

半
導
体
、
造
船
、
量
子
な
ど
17
の
戦
略

分
野
へ
の
投
資
に
加
え
、
人
的
資
本
の

強
化
、
労
働
市
場
改
革
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
、
賃
上
げ
環
境
整
備
な
ど
、
将

来
の
成
長
力
を
高
め
る
政
策
課
題
が
明

確
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
成
長
戦
略

と
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
、
民
間
の
現
場

か
ら
具
体
的
な
提
言
と
実
行
を
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
が
、
私
ど
も
の
責
務
で

あ
り
ま
す
。

【
成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る
も

の
に
～
「
変
革
」
と
「
価
値
共
創
」】

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
成
長
型
経
済
へ

の
移
行
に
向
け
た
正
念
場
を
迎
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
企
業
数
の
99
．
７
％
、

雇
用
の
約
７
割
（
３
大
都
市
圏
を
除
く
と

約
９
割
）
を
占
め
る
中
小
企
業
は
、円
安
・

原
油
高
に
伴
う
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
な
ど
の
高
騰
、
人
手
不
足
や
労
務

費
の
増
加
、
さ
ら
に
は
消
費
低
迷
な
ど

多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る

も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
企
業
が

自
己
変
革
を
果
た
し
、
変
化
す
る
外
部
環

境
に
適
応
し
て
い
く
な
ど
、
絶
え
ず
「
変

革
」
に
挑
み
続
け
る
姿
勢
が
重
要
で
す
。

同
時
に
、
不
確
実
性
の
時
代
に
お
い
て

は
、
多
様
な
主
体
が
互
い
の
強
み
を
持

ち
寄
り
、
新
た
な
価
値
を
共
に
創
り
、
共

に
分
か
ち
合
う
「
価
値
共
創
」
の
発
想

こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を
支

え
る
基
盤
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

【「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済

の
再
出
発
」
に
向
け
た
三
つ
の
重
点
課

題
】

　

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私
は
今
期
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
変
革
と
価
値
共
創

に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
」
を
掲
げ

ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
以

下
の
３
点
を
重
点
課
題
と
し
て
当
所
の

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
「
成
長
型
経
済
の
実
現
に

向
け
た
環
境
整
備
」
で
す
。
成
長
型
経

済
を
実
現
す
る
に
は
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ

型
イ
ン
フ
レ
か
ら
、
需
要
拡
大
に
よ
る
デ

マ
ン
ド
プ
ル
型
イ
ン
フ
レ
へ
と
転
換
し
、

賃
金
と
投
資
の
好
循
環
を
持
続
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
適

新
年
の
ご
挨
拶

千
葉
県
知
事　

熊
谷 

俊
人

　

謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

商
工
会
議
所
及
び
会
員
事
業
所
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
県
経
済
の
活
性

化
や
地
域
振
興
に
御
理
解
、
御
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
に
千
葉
県
知
事
に
再
度
当

選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
10
月
に
は
、
２

期
目
の
県
政
に
お
い
て
重
点
的
に
取
り

組
む
政
策
・
施
策
を
取
り
ま
と
め
た
「
千

葉
県
総
合
計
画　

～
千
葉
の
未
来
を
と

も
に
創
る
～
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
に
基
づ
き
、
頻
発
化
・
激
甚

化
す
る
災
害
や
人
口
減
少
社
会
の
到
来

な
ど
、
喫
緊
の
課
題
に
対
応
し
、
県
民

の
命
と
く
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
誰

も
が
社
会
に
参
加
・
活
躍
し
、
豊
か
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
で
き
る
千
葉

県
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
の
表
玄
関
で
あ
り
最
大
の
貿
易

港
で
も
あ
る
成
田
空
港
で
は
、
第
３
滑

走
路
の
新
設
な
ど
、「
成
田
空
港
第
２
の

開
港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
を
空
港
の

み
な
ら
ず
周
辺
地
域
に
も
最
大
限
波
及

さ
せ
る
た
め
、
昨
年
、
県
と
成
田
国
際
空

港
株
式
会
社
で
「
Ｎな
り

た
Ｒ
Ｔ
エ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
産
業
拠

点
の
形
成
と
そ
れ
を
支
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
「
成
田
空
港
エ
ア
ポ
ー
ト

シ
テ
ィ
構
想
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
成
田
空
港
周
辺
で
の
産
業

拠
点
の
形
成
が
期
待
さ
れ
る
地
域
の
う

ち
、
特
に
ス
ピ
ー
ド
感
や
計
画
性
を
持
っ

て
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
、
県
が
産
業
用
地
整
備
に

直
接
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
を

切
な
価
格
転
嫁
と
取
引
適
正
化
の
推
進

は
、
賃
上
げ
原
資
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

官
民
を
挙
げ
て
一
層
強
化
す
べ
き
課
題

で
す
。
加
え
て
、
経
済
安
全
保
障
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
両
立
、
過
度
な
円
安

の
是
正
に
向
け
た
金
融
政
策
、
人
手
不
足

へ
の
対
応
、
持
続
可
能
な
全
世
代
型
社

会
保
障
制
度
の
構
築
に
つ
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ

る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
『
稼

ぐ
力
』
の
強
化
」
で
す
。
成
長
型
経
済

の
実
現
に
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
付
加
価
値
と
生
産
性
の
向
上
が

不
可
欠
で
あ
り
、
新
分
野
進
出
、
Ｄ
Ｘ
・

Ｇ
Ｘ
の
推
進
、
知
的
財
産
の
創
造
・
保
護
・

活
用
、
海
外
展
開
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

と
の
連
携
な
ど
へ
の
挑
戦
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、事
業
承
継
を
契
機
と
し
て
、

よ
り
強
く
魅
力
あ
る
企
業
へ
と
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ
力
の
向
上

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の
推
進
」
で
す
。

持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
、
地
域
に

新
た
な
投
資
を
呼
び
込
む
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
税
財
政
支
援
、
地
域
の
産
業

を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
支
援
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
商
工
会
議
所
の
主

要
な
活
動
テ
ー
マ
で
あ
り
、
当
所
は
も
と

よ
り
、
各
地
商
工
会
議
所
が
中
核
と
な
っ

て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待

い
た
し
ま
す
。

【「
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」
の
発
展
】

　

私
は
「
原
点
は
対
話
で
あ
る
」
と
い
う

信
念
の
下
、
会
頭
就
任
以
来
、
全
国
各
地

を
訪
問
し
、
地
域
や
事
業
者
の
生
の
声

を
伺
い
、
各
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
把
握

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
「
現

場
主
義
・
双
方
向
主
義
」
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
現
場
の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い

な
が
ら
、
中
小
企
業
と
地
域
の
活
性
化
、

日
本
経
済
の
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け
て
、

皆
さ
ま
と
共
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

通
じ
て
、
魅
力
的
な
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
本
県
の
半

島
性
を
克
服
し
、
県
内
を
活
性
化
し
て

い
く
た
め
の
重
要
な
基
盤
で
す
。

　

と
り
わ
け
、
成
田
空
港
の
「
第
２
の

開
港
」
を
支
え
る
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
強
化
は
重
要
で
あ
り
、
全
線

開
通
を
控
え
る
圏
央
道
や
、
北
千
葉
道

路
の
早
期
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
効
果
を
県
内
全
域
に
波
及
さ
せ
る

た
め
、
銚
子
連
絡
道
路
や
長
生
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
ン
な
ど
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
が
集
中
し
、
渋
滞
が
深

刻
化
し
て
い
る
県
北
西
部
で
は
、
新
湾

岸
道
路
や
千
葉
北
西
連
絡
道
路
の
計
画

の
具
体
化
の
ほ
か
、
国
県
道
を
含
め
た

道
路
網
全
体
の
円
滑
化
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
千
葉
港
に

お
い
て
新
湾
岸
道
路
の
効
果
を
最
大
限

に
生
か
す
た
め
、
港
と
連
携
す
る
臨
港

道
路
等
の
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
田
空
港
の
拡
張
事
業
や

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
り
高

ま
る
本
県
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限

に
生
か
し
、
将
来
を
見
据
え
た
新
た
な

産
業
・
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
の
立
地
を
一
層
促
進
す

る
た
め
、
県
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
や
企
業
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
補
助
制
度
の
柔
軟
な
見
直

し
等
に
よ
り
、
企
業
誘
致
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
新
た
に
県
全
域
が
指
定

さ
れ
た
国
家
戦
略
特
区
の
制
度
を
幅
広

い
分
野
に
お
い
て
活
用
す
る
な
ど
、
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
産
業
拠
点
の
形
成
や

新
事
業
の
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
内
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
、

物
価
高
騰
や
人
手
不
足
、
米
国
の
関
税

措
置
等
の
影
響
を
受
け
る
中
小
企
業
に

対
す
る
適
切
な
価
格
転
嫁
の
推
進
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
導
入
の
た
め
の
伴
走
支
援

や
従
業
員
の
奨
学
金
返
還
支
援
な
ど
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実
現
に
向
け
て
、
企

業
等
の
脱
炭
素
化
や
、
ぺ
ロ
ブ
ス
カ
イ

ト
太
陽
電
池
や
洋
上
風
力
発
電
な
ど
に
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流
鉄
㈱	

浅
田　

健
嗣

行
政
書
士
飯
田
法
務
経
営
事
務
所	

飯
田　

利
治

㈱
千
葉
銀
行
流
山
支
店	

石
原　

文
人

江
戸
川
台
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園	

伊
藤　
　

基

栄
光
産
業
㈱	

岩
佐　

祥
一

㈱
サ
ン
オ
ー	

大
塚　

秀
高

レ
ッ
ド
マ
ジ
コ
・
み
み
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク	

岡
本　

潤
也

㈱
武
蔵
野
調
剤
薬
局	

金
井　

直
明

㈱
南
柏
リ
ビ
ン
グ
・
女
性
会	

川
村　

香
純

㈱
川
和	

川
和　

義
治

㈱
初
石
鈑
金	

熊
本　

忠
夫

㈱
マ
ツ
ヤ	

古
坂　
　

多

T
otal Beauty Salon Suay

・
青
年
部	

齊
藤　

あ
や

㈱
中
村
組	

相
樂　

真
宏

流
山
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
㈱	

佐
々
木　

努

公
認
会
計
士
島
倉
渚
事
務
所	

島
倉　
　

渚

鈴
木
商
店	

鈴
木　
　

馨

㈱
ロ
ボ
イ
ン
ク
．	

滝
川　

靖
史

流
山
総
合
法
律
事
務
所	

田
村　

茂
雄

㈱
仁
和
運
送	

長
澤　

章
裕

流
山
工
業
団
地
協
同
組
合	

長
橋　

敏
男

サ
ン
コ
ー
テ
ク
ノ
㈱	

洞
下　

英
人

㈱
ア
ー
テ
ッ
ク	

松
下　

英
治

㈲
綱
木
工
業	

三
ケ
田
康
朗

㈱
三
英	

三
浦　
　

慎

浄
観
寺	

渡
会　
　

顕

㈲
坂
巻
葬
祭
店
・
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
天
翔	

坂
巻　

仁
志

清
水
会
計
事
務
所	

清
水　

浩
旦

	

村
田　

昭
博

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

第
７
期
役
員
・
議
員
を
決
定

　

流
山
商
工
会
議
所
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
・
議
員
改
選
の
た
め
、
10
月
31
日
㈮
、

商
工
会
館
３
階
大
会
議
室
に
て
臨
時
議
員
総
会
を
行
い
、
会
頭
、
副
会
頭
３
名
、
専
務

理
事
、
常
議
員
26
名
、
監
事
２
名
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
退
任
役
員
】

　
長
年
に
渡
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

安
蒜　

智　

常
議
員　

㈱
安
蒜
ラ
ジ
オ
店

渋
谷
廣
司　

常
議
員　

八
幡
地
所
㈱

山
下
博
志　

常
議
員㈱

ク
リ
ー
ン
サ
ー
ク
ル

流
山
商
工
会
議
所
　
臨
時
議
員
総
会

副会頭
小沼 俊一郎

副会頭
染野 和廣

副会頭
堀内 龍文

会頭
田口 佳子

よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
の

促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
関
連
で
は
、
働
く
若
者
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
や
所
得
向
上
、
就
職
氷
河

期
世
代
を
含
む
ミ
ド
ル
世
代
の
安
定
し

た
就
労
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
取

り
組
む
ほ
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
誘

致
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
宿
泊
税
に

つ
い
て
は
、
宿
泊
事
業
者
や
市
町
村
の

御
意
見
を
踏
ま
え
、
導
入
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
関
係
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
・

友
好
都
市
等
と
の
交
流
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
昨
年
10
月
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
を
訪
問
し
、
日
本
と
同
国
の
閣
僚
級

会
議
で
あ
る
日
豪
経
済
会
議
に
出
席
し

た
ほ
か
、
各
種
視
察
や
企
業
・
自
治
体

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
本
年
県
内
で
初
開
催
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
同
会
議
の
成
功
に
向

け
て
協
力
す
る
と
と
も
に
、
諸
外
国
と

の
友
好
関
係
を
生
か
し
、
本
県
の
国
際

化
や
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
取
組
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
大
阪
・
関
西
万
博
で

は
、
発
酵
を
テ
ー
マ
に
出
展
し
、
多
く
の

方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
好
評
を
得
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、
県
内
各
地
の

多
彩
な
発
酵
の
魅
力
を
発
信
す
る
な
ど
、

「
発
酵
県
ち
ば
」
の
取
組
を
一
層
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
11
月
に
は
、
ち
ば
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
本

県
の
持
つ
多
様
で
豊
か
な
自
然
や
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
「
海
の
上
を
走
る
」

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
と
県
の
魅
力
発
信
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

千
葉
県
の
更
な
る
飛
躍
に
向
け
、
本
県

の
有
す
る
「
空
」「
海
」「
里
」
の
魅
力

を
磨
き
上
げ
、
県
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

新
し
い
千
葉
の
未
来
を
創
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
商
工
会
議
所
及
び
会
員
事
業

所
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
会

員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

常
議
員

監
事

専
務
理
事
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㈱アーテック
東建設㈱
㈱安蒜ラジオ店
㈲いづみ商会
和泉木材㈱
江戸川台ひまわり幼稚園
㈱川和
㈱京北自動車
京和住設㈱
㈲幸栄ビルサービス
㈱佐藤ケミカル
㈱三英
㈲山栄測量設計
㈱サンオー
浄観寺
㈲関商店
㈱大聖
㈱高橋工務店
㈱千葉銀行流山支店
㈱千葉興業銀行おおたかの森支店

会員の立候補により選任しますが、立候補者が議員定数を超えなかったため、今回選挙は行わず、議員の候補者を
もって１号議員40名が確定しました。

松　下　英　治
石　川　章　治
安　蒜　　　智
鏑　木　松　幸
和　泉　厚　美
伊　藤　　　基
川　和　義　治
中　村　太　郎
海老原　新　蔵
土　屋　純　一
佐　藤　真　弓
三　浦　　　慎
山　口　隆　生
大　塚　秀　高
渡　会　　　顕
関　　　典　生
井　上　尊　王
髙　橋　順　一
石　原　文　人
榎　森　理　恵

築地産業㈱
富田建設工業㈱
流山キッコーマン㈱
㈲流山清運社
流山総合法律事務所
ノームラ化水工業㈱
㈲野能鉄工所
㈲白洋舎
㈱フクダ産業
マツダ工業㈱
マモル管材㈱
㈲丸忠高橋工務店
㈱ヤクワ
㈱ユーワ
㈲ゆたか水道設備
㈲米津自動車
リーブ不動産㈱
流鉄㈱
Royal Garden Palace 柏日本閣
和菓子司藤屋

越　智　隆　嗣
富　田　英　紀
佐々木　　　努
秋　山　耕　一
田　村　茂　雄
髙　　　健　太
野　能　孝　真
岩　瀬　康　行
福　田　力　也
松　田　英　男
中久木　　　守
高　橋　啓　介
八　鍬　　　誠
伊　東　秀　幸
豊　田　雅　輝
米　津　浩　一
岡　村　徳　久
浅　田　健　嗣
鈴　木　康　生
志　賀　進　一

1号議員が確定しました！

事業所名 氏名 事業所名 氏名

＜退任議員＞ 長年に渡りご協力を賜り、感謝申し上げます。
TON・TON 松田孝雄議員　　堀時計店 堀龍郎議員　　㈱山﨑カンリ 山﨑正治議員

（40名）

（28名）

（12名）

2号議員が確定しました！

3号議員が確定しました！

＜商業部会＞
　海老原園芸 海老原　　　寛
　㈲かごや商店 金　子　　　巌
　キッチンとべ 戸　部　滋　朗
　㈲金寿司 菅　野　英　生
　㈱クリーンサークル 山　下　雄　亮
　㈱なのはな警備 田　中　一　善
　プチダイニングCoTaro 寺　川　真　理
　㈱ＭＡＲＳ 中　田　健　士
◎㈱マツヤ 古　坂　　　多
　㈲宮田モータース 宮　田　義　則
　㈲夢・美サイレント 山　野　恵　子
　Little Stones 小　石　大　介
　㈱ロボインク． 滝　川　靖　史
＜工業部会＞
◎栄光産業㈱ 岩　佐　祥　一
　㈱仁和運送 長　澤　章　裕
　㈱ファンケル美健千葉工場 張　替　敬　二

各部会総会が開催され、28名の2号議員が確定しました。（◎は部会長）

＜建設業部会＞
　㈲恩田造園 恩　田　　　広
　㈲加藤屋商店 藤　原　八千代
　㈲興進建設 澁　谷　克　彦
　㈲綱木工業 三ケ田　康　朗
◎㈱中村組 相　楽　真　宏
　㈱山崎産業 山　崎　浩　司
＜サービス諸業部会＞
　㈱インシュアランス・ネット 脇　田　　　創
◎行政書士飯田法務経営事務所 飯　田　利　治
　レッドマジコ・みみミュージック 岡　本　潤　也
　むかいアカンパニー 向　井　圭　志
＜青年部＞
　Total Beauty Salon Suay 齊　藤　あ　や
＜女性会＞
　㈱南柏リビング 川　村　香　純

アイオニック㈱ 栗　原　裕一郎
㈱大橋 大　橋　和　典
㈲角屋洋品店 玉ノ井　哲　夫
京和ガス㈱ 海老原　信　吾
公認会計士島倉渚事務所 島　倉　　　渚
㈲古賀開発設計 古　賀　智　行

サンコーテクノ㈱ 洞　下　英　人
鈴木商店 鈴　木　　　馨
流山工業団地協同組合 長　橋　敏　男
㈱初石鈑金 熊　本　忠　夫
㈱武蔵野調剤薬局 金　井　直　明
豊園茶舗 田　中　康　蔵

会頭が選任した3号議員候補者12名が8月7日開催の常議員会にて同意を得て確定しました。

（敬称略50音順）

事業所名 議員の職務を行うものの氏名 議員の職務を行うものの氏名事業所名

事業所名 議員の職務を行うものの氏名 事業所名 議員の職務を行うものの氏名
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物
価
高
騰
等
諸
課
題
に
対
す
る
中

小
企
業
等
へ
の
支
援
補
助
金
の
拡

充
と
県
道
５
号
線
（
新
川
耕
地
）

の
渋
滞
緩
和
等

　

千
葉
県
商
工
会
議
所
会
頭
・
副

会
頭
会
議
が
11
月
14
日
に
千
葉
市

内
で
開
催
さ
れ
、
熊
谷
知
事
に
対

し
田
口
会
頭
が
県
内
会
議
所
の
補

助
金
の
拡
充
を
内
容
と
す
る
要
望

書
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

当
会
議
所
か
ら
は
、
物
価
高
騰

等
諸
課
題
に
対
す
る
中
小
企
業
等

へ
の
支
援
お
よ
び
新
川
耕
地
内
の

県
道
５
号
線
の
渋
滞
緩
和
等
に
つ

い
て
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
に
対
し
て
は
、
①
「
物

価
高
騰
の
状
況
や
国
の
経
済
対
策

等
を
踏
ま
え
必
要
な
支
援
を
迅
速

田
口
会
頭
が県知

事
に
要
望

開
催
さ
れ
る

「
第
22
回
流
山
産
業
博
」

　
　
　
　
　
開
催
報
告
書

（
青
年
部
企
画
・
運
営
）

【
開
催
趣
旨
・
目
的
】

　

流
山
産
業
博
は
地
元
商
工
業
の

発
展
を
軸
に
、
出
展
者
や
、
参
加

す
る
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら
地
域

の
商
工
業
建
業
を
知
り
、
地
域
の

経
済
発
展
へ
繋
げ
る
事
業
で
す
。

私
た
ち
は
地
域
を
支
え
る
経
済
人

と
し
て
、
流
山
市
の
商
工
建
業
を

多
く
の
市
民
に
知
っ
て
も
ら
い
長

期
的
な
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
よ

う
な
産
業
博
を
目
的
と
し
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

【
実
施
状
況
】

開
催
日
程　

10
月
12
日
㈰

開
催
時
間　

10
時
～
16
時

天
候　

晴
天

会
場　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅

　
　
　

森
の
ま
ち
広
場

ブ
ー
ス
数
51
ブ
ー
ス

協
賛
広
告
数　

２
５
５
コ
マ

　
　
　
　
　
　

１
１
１
社

来
場
者　

約
１
万
５
千
人

【
主
な
各
企
画
】

●
あ
き
ん
ど
エ
リ
ア

流
山
市
内
企
業
出
展
37
社
／
全

体
出
展
51
社
（
約
70
％
）

飲
食
業
23
社 

そ
の
他
28
社
（
工

業
・
物
販
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

流
山
商
工
会
議
所
会
員
企
業
は

48
社
（
約
90
％
）

〈
Ｙ
Ｅ
Ｇ
企
画
〉

●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

●
な
が
れ
や
ま
ゴ
ミ
ク
エ
ス
ト
Ⅱ

●
地
元
の
流
山
野
菜
販
売

●
な
が
れ
や
マ
ン
射
的

●
ま
ち
の
動
物
園

〈
各
部
会
の
企
画
〉

●
商
業
部
会
「
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ

Ｕ
夢
く
じ
」

●
工
業
部
会
「
わ
く
わ
く
モ
ノ
づ

く
り
体
験
」

●
サ
ー
ビ
ス
諸
業
部
会
「
ス
テ
ー

ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

●
建
設
業
部
会
「
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ
」

●
女
性
会
「
う
さ
ぎ
雛
製
作
体
験
」

★
報
告
事
項	

１
．
令
和
８
年
度
会
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

２
．
委
員
会
組
織
編
成

３
．
求
人
票
活
用
セ
ミ
ナ
ー
in
流

山

４
．
確
定
申
告
相
談
会

５
．
年
末
年
始
の
執
務

各
議
案
に
つ
い
て
説
明
し
、
承
認
さ

れ
た
。

◯
第
169
回
常
議
員
会

10
月
９
日
㈭　
　

午
後
４
時

★
協
議
承
認
事
項

１
．
育
児
・
介
護
休
業
規
程
変
更

承
認
の
件

２
．
新
加
入
会
員
等
承
認
の
件

★
報
告
事
項	

１
．
４
・
５
・
６
月
度
監
査
報
告

２
．
新
春
賀
詞
交
歓
会
開
催

３
．
一
日
公
庫
開
催

◯
第
170
回
常
議
員
会
（
書
面
）

11
月
13
日
㈭　
　

午
後
４
時

★
協
議
承
認
事
項

１
．
令
和
８
年
度
事
業
方
針
・
重

点
事
業
承
認
の
件

２
．
役
員
功
労
金
支
給
承
認
の
件

３
．
新
加
入
会
員
等
承
認
の
件

★
報
告
事
項	

１
．
組
織
・
機
能
・
役
割
り
・
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル

２
．
大
阪
・
関
西
万
博
視
察
決
算

３
．
第
２
期
経
営
発
達
支
援
計
画

◯
第
171
回
常
議
員
会

12
月
11
日
㈭　
　

午
後
４
時

★
協
議
承
認
事
項

１
．
第
２
期
経
営
発
達
支
援
計
画

承
認
の
件

２
．
令
和
８
年
度
事
業
計
画
承
認

の
件

３
．
新
加
入
会
員
等
承
認
の
件

常
議
員
会
開
催
さ
れ
る

に
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。」

②
「
Ｇ
Ｌ
Ｐ
７
・
８
交
差
点
は
交
通

量
の
推
移
等
を
踏
ま
え
検
討
。」、

「
Ｄ
Ｐ
Ｌ
１
・
２
の
交
差
点
は
、
右

折
需
要
も
多
く
時
差
に
よ
る
青
信

号
の
時
間
延
長
。」路
面
の
状
況（
凹

凸
）
は
、「
順
次
修
繕
工
事
を
実
施

し
て
お
り
、
引
き
続
き
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
や
地
域
の
要
望
を
踏
ま
え

道
路
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

る
。」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
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令
和
７
年
10
月
７
日
㈫
～
８
日

㈬
の
２
日
間
、
大
阪
・
関
西
万
博

役
員
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

田
口
会
頭
を
団
長
と
す
る
視
察
団

を
結
成
し
て
１
日
目
、
ご
一
行
は

新
大
阪
へ
。
当
初
貸
切
バ
ス
の
計

画
も
あ
り
ま
し
た
が
、
万
博
特
需

で
か
な
り
高
額
の
た
め
、
電
車
で

の
移
動
と
な
り
、
夢
洲
に
到
着
。

万
博
会
場
東
ゲ
ー
ト
で
は
大
阪
商

工
会
議
所
の
職
員
の

方
に
お
出
迎
え
い
た

だ
き
ス
ム
ー
ズ
に
入

場
。
２
日
目
は
手
違

い
に
よ
り
西
ゲ
ー
ト

か
ら
の
入
場
と
な
り

ま
し
た
が
、
万
博
滞

在
中
、
中
小
企
業
の

体
験
型
展
示
「
未
来

航
路
」
を
は
じ
め
、

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ａ 

Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

Ｅ
、
三
菱
未
来
館
な

ど
の
パ
ビ
リ
オ
ン
に

入
館
し
、
い
の
ち
の

歴
史
や
未
来
社
会
の

デ
ザ
イ
ン
に
触
れ
ま

し
た
。
万
博
終
了
ま

で
１
週
間
を
切
っ
て

お
り
、
会
場
内
は
大

混
雑
で
し
た
が
、
２

日
間
天
候
に
恵
ま

 

工
業
部
会
で
は
、
令
和
７
年
11
月

26
日
㈬
に
視
察
研
修
を
実
施
し
、

24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
筑
波
宇
宙

セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
と
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
取
手
工
場
を
訪
問
し
、

最
先
端
技
術
と
も
の
づ
く
り
の
現

場
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
、
普

段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
き
ぼ

う
」
運
用
管
制
室
な
ど
の
ガ
イ
ド

付
き
見
学
ツ
ア
ー
を
行
い
、
展
示

館
「
ス
ペ
ー
ス
ド
ー
ム
」
に
て
人

工
衛
星
や
ロ
ケ
ッ
ト
の
模
型
、
国

際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
き
ぼ
う
」

日
本
実
験
棟
の
実
物
大
模
型
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。
環
境
観
測
衛

星
「
い
ぶ
き
」「
だ
い
ち
２
号
」
な

ど
の
展
示
を
通
じ
て
、
宇
宙
か
ら

大
阪
・
関
西
万
博

役
員
視
察
研
修
報
告

工
業
部
会
視
察
研
修
を

開
催
し
ま
し
た

地
球
を
観
測
す
る
技
術
の
重
要
性

を
学
び
、
屋
外
の
ロ
ケ
ッ
ト
広
場

で
は
全
長
50
ｍ
の
Ｈ
－
Ⅱ
ロ
ケ
ッ

ト
実
機
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
宇
宙
開
発
の
歴
史
と

現
在
を
一
度
に
学
べ
る
貴
重
な
機

会
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

続
い
て
訪
問
し
た
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
取
手
工
場
で
は
、
原
料
か
ら
製

造
工
程
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
見

学
し
、
品
質
管
理
や
効
率
的
な
生

産
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。
見
学
後
に
は
試
飲
体
験

も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
製
品
の
魅

力
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
（
や
や
前
倒
し
）

で
進
行
し
、
昼
食
や
交
流
会
も
含

め
て
参
加
者
同
士
の
交
流
が
深
ま

る
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

工
業
部
会
で
は
、
今
後
も
会
員
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
学
び
と
交
流
の

場
と
な
る
企
画
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

れ
、
お
目
当
て
の
「
大
屋
根
リ
ン

グ
」
の
屋
上
か
ら
は
六
甲
の
山
々
、

瀬
戸
内
海
の
大
自
然
を
体
感
し
ま

し
た
。
ま
た
、
夜
の
「
新
天
地
」・

「
な
ん
ば
」
の
活
気
あ
ふ
れ
る
街
並

み
を
感
じ
、「
元
気
な
大
阪
」
を
視

察
し
て
参
り
ま
し
た
。

iPS 心臓
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会員の輪 私のあゆみ

会員紹介コーナー（新入会員交流会参加事業所）
前回参加できなかった会員および令和7年4月から令和7年9月にご加入いた
だいた会員を対象に令和7年11月13日（木）15時から商工会館2階Ａ会議室
にて「新入会員交流会」を開催しました。14事業所の会員が参加され、田
口会頭歓迎挨拶、参加者および役員自己紹介、商工会議所の利用方法、市
の商工業振興施策の説明、名刺交換、積極的に情報交換が行われました。

商業部会

住所 流山市おおたかの森

土・日・祝日

9:00～17:00

090-1115-4469

mizuho-zeirishi@tkcnf.or.jp

https://yonemura-tax.tkcnf.com/

定休日
営業時間
TEL
E-mail
HP

サービス諸業部会

顧客への貢献
― 会計で会社を強くする ―

米村瑞穂税理士事務所 スターツおおたかの森ホール

当事務所では、この激動の時代を中小企業
が乗り切るために黒字化支援、財務経営力
の強化支援に取り組んでおります。お客様
の疑問点・不明点・お悩みに寄り添い、ス
ピード感をもってご相談にのらせて頂きま
す。経営者は孤独になりがちです。経営、資
金繰り、税務など相談しやすい身近な伴走
者でありたいと思っています。ぜひお気軽に
お問合せください。ご一緒に会計で会社を
強くしましょう。

住所 流山市おおたかの森北1-2-1

なし

8:30～22:00

04-7186-7638

info@starts-otakanomorihall.com

https://starts-otakanomorihall.com/

定休日
営業時間
TEL
E-mail
HP

事業者の皆様も公共施設使用料で
最大506席のホールや会議室をご利用可能です

市内店舗や企業の皆さまに会議・講演会・販売会・試食会など
幅広くご利用いただいています。流山おおたかの森駅直結で集
客を伴うイベント利用にも最適です！
音楽公演や寄席公演も行っているので、休日やお仕事の合間の
「癒し時間」とし
てぜひお越しく
ださい。（団体で
のチケット購入
も随時受け付け
ております）

業後は、幾つかの企業で勉強させて頂
いた後に京和ガスへ入社しました。入社
と同じタイミングで商工会議所青年部
にも入部しました。当時は人数の少ない
青年部でしたが、その分濃密な人間関係
を築くことができました。十数名で流山
産業博や花火大会の屋台村等、大規模
なイベントを企画運営するために力を合
わせて頑張りました。苦労もありましたが、その分楽しいことも
多く良い思い出です。青年部は本当に勉強になりました。人付
き合いやお酒の飲み方を含めてサラリーマン感覚から脱却し
経営視点で物事を考えるようになれたと感じます。今の自分の
原点というか礎になっていると思います。そういえば、私が青
年部に入部した年度のスローガンは「礎」でした。当時はあま
り深く考えませんでしたが、良いスローガンでしたね。まだま
だ力不足ですが、これまでの経験を活かし今後も地域の発展
に尽くして参りたいと思います。これからも宜しくお願い致しま
す。

京和ガス株式会社 海老原 信吾

　私は、昭和48年に流山に生まれました。小学生の頃から司
馬遼太郎を読まされたり、家族旅行で会計をやらされたりと、
今思えば祖父と父からは後継者を意識した育て方をされたよ
うに思います。当時はなんで自分だけこんなことするのだろう
と思っていました。小学生からボーイスカウト活動に参加し、
台風や大雪の中でもキャンプしたりと鍛えられました。今の時
代ではありえないことだと思いますが、厳しい環境の中でも仲
間と工夫して乗り越える経験は貴重でしたし、やってる本人は
以外と楽しいんです。流山小学校から南流山中学校、高校は都
内へ通学しました。高校の時に市川に住んでいるクラスメート
から「流山ってどこにあるの？」と言われたことは今でも憶えて
います。腹が立ちましたが、当時の流山は確かに知名度は低
かったと思います。一つの事を追及したくなる性格なのと読書
が好きだったので大学は文学部を選択しました。将来は家業
を継ぐことになるだろうなと思っていたので、大学の間くらいは
好きなことしたいなと考えました。経営系に進ませたかった父
とは少し揉めましたが「子供の頃から本ばっかり読ませたから
こういう性格になったのだろう」と許してもらえました。大学卒
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１
．
売
上
代
金
の
回
収
の
種
類

　

あ
ら
ゆ
る
事
業
に
お
い
て
、
売

上
代
金
の
回
収
と
い
う
プ
ロ
セ
ス

が
必
ず
発
生
し
ま
す
。
一
番
分
か

り
や
す
い
回
収
方
法
は
、
店
頭
で

の
小
売
り
に
お
け
る
現
金
払
い
の

場
合
で
す
。
商
品
と
引
き
換
え
に

現
金
を
受
け
取
り
ま
す
。
し
か
し
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
決
済

の
場
合
に
は
、
商
品
の
引
き
換
え

と
同
時
に
現
金
を
受
け
取
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
翌
日
、
翌
週
、

10
日
後
、
翌
月
な
ど
、
後
日
の
回

収
と
な
り
ま
す
。
小
売
り
で
は
な

く
、
事
業
者
間
取
引
の
場
合
に
は
、

取
引
条
件
を
定
め
て
、
月
末
締
め

の
翌
月
15
日
払
い
、
翌
々
月
末
払

い
、
手
形
払
い
な
ど
様
々
な
条
件

が
存
在
し
ま
す
。
工
事
な
ど
の
請

負
契
約
の
場
合
に
も
、
着
手
金
、

中
間
金
、
完
成
金
な
ど
払
う
額
や

タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
が
契
約
や
交
渉

に
よ
り
異
な
り
、
複
数
の
条
件
や

回
収
方
法
が
存
在
し
ま
す
。

 

２
．
回
収
の
リ
ス
ク

　

複
数
の
回
収
方
法
が
存
在
す
る

こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
は
、
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
先
に
渡
し
て
い
て
そ

の
代
金
が
も
ら
え
て
い
な
い
状
態

が
発
生
す
る
こ
と
で
す
。
最
終
的

に
払
っ
て
も
ら
え
な
い
、
貸
し
倒

れ
の
状
態
に
陥
る
こ
と
が
最
大
の

リ
ス
ク
で
す
。
全
額
払
っ
て
も
ら

え
な
い
、
一
部
払
っ
て
も
ら
え
な

い
、
約
束
の
期
日
ま
で
に
払
っ
て

も
ら
え
な
い
な
ど
、
貸
し
倒
れ
の

パ
タ
ー
ン
も
様
々
で
す
。

売
上
代
金
の
回
収
に
ま
つ
わ
る

リ
ス
ク
と
コ
ス
ト

仮
に
、
利
益
率
10
％
の
売
上
代
金

１
０
０
万
円
が
全
額
回
収
で
き
ず

に
貸
し
倒
れ
た
と
し
ま
す
。
10
万

円
の
利
益
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
だ

け
で
は
な
く
、
90
万
円
の
既
に
当

社
が
支
払
っ
た
原
価
も
回
収
で
き

ず
に
、
丸
々
損
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
原
価
部
分
を
回
収
す
る
た

め
に
は
９
０
０
万
円
の
売
り
上
げ

を
新
た
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
売
上
代
金
を
回
収
で
き
ず

に
貸
し
倒
れ
る
こ
と
が
い
か
に
大

き
な
損
失
で
あ
る
か
が
分
か
り
ま

す
。

３
．
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
方
法 

　

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
貸
し
倒

れ
の
リ
ス
ク
を
回
避
し
た
り
、
軽

減
す
る
方
法
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

⑴
前
受
け
金
・
予
約
金

　

注
文
販
売
や
オ
ー
ダ
ー
品
の
場

合
に
よ
く
見
る
お
金
を
先
に
も
ら

う
や
り
方
で
す
。
注
文
販
売
や
オ
ー

ダ
ー
品
の
場
合
、
キ
ャ
ン
セ
ル
さ

れ
た
と
き
に
は
代
わ
り
の
売
り
先

を
見
つ
け
て
く
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
、
全
額
、
半
額
、
一
部
な
ど

お
金
を
先
に
も
ら
う
こ
と
で
、
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
被
る

損
害
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
注
文
時
に
全
額
い

た
だ
け
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
逆

に
支
払
う
側
は
、
お
金
だ
け
と
ら

れ
て
商
品
を
受
け
取
れ
な
い
リ
ス

ク
も
あ
る
た
め
、
全
額
を
先
に
も

ら
え
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
。
そ

の
場
合
の
目
安
と
し
て
は
、
当
社

が
受
け
取
る
利
益
を
除
い
た
材
料

代
な
ど
を
目
安
に
金
額
交
渉
を
す

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
万
が

一
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
場
合
で
も
、

損
は
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
で
す
。
こ
の
よ
う
な
商
習
慣
に

習
い
、
初
め
て
の
取
引
相
手
や
実

績
が
な
い
相
手
に
関
し
て
は
先
に

お
金
を
い
た
だ
く
と
い
う
取
り
組

み
も
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ
と
に

有
効
で
す
。

⑵
預
り
金
・
保
証
金

　

継
続
的
に
取
引
を
す
る
関
係
に

あ
る
場
合
に
、
取
引
額
の
平
均
額

を
預
り
金
や
保
証
金
と
し
て
お
預

か
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

売
り
手
で
あ
る
当
社
の
商
品
が
高

額
に
な
る
場
合
、
転
売
が
可
能
で

取
り
込
み
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
や
す
い
場
合
、
当
社
の

商
品
が
特
殊
で
買
い
手
よ
り
売
り

手
で
あ
る
当
社
の
交
渉
力
が
強
い

場
合
な
ど
に
設
定
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
売
り
手
は
預
り
金
や
保

証
金
の
範
囲
内
の
取
引
で
あ
れ
ば
、

未
回
収
リ
ス
ク
か
ら
解
放
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑶
回
収
期
間
を
短
く
設
定
す
る

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

か
ら
、
そ
の
売
上
代
金
を
回
収
す

る
ま
で
の
期
間
を
短
く
す
る
こ
と

に
よ
り
回
収
で
き
な
く
な
る
リ
ス

ク
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
ぜ
支
払
ま
で
に
長
期
間
を

要
す
る
の
か
。
買
い
手
は
、
当
社

か
ら
購
入
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
使
っ
て
収
益
を
上
げ
て
、
回
収

し
て
か
ら
支
払
う
予
定
だ
か
ら
で

あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
も
し
予

定
通
り
の
収
益
が
上
が
ら
な
か
っ

た
ら
ど
う
な
る
か
。
当
社
に
支

払
え
な
く
な
り
ま
す
。
買
い
手
の

事
業
リ
ス
ク
を
売
り
手
の
当
社
が

負
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
は

避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
運

転
資
金
の
計
画
や
事
業
の
計
画
が

し
っ
か
り
立
っ
て
い
れ
ば
、
そ
も

そ
も
支
払
い
を
長
期
に
設
定
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
資
金
繰
り

が
安
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
会
社
の
定
め
た
取
引
条

件
に
よ
る
支
払
期
間
の
長
期
化
な

の
か
、
無
理
の
あ
る
経
営
状
況
か

ら
く
る
支
払
期
間
の
長
期
化
な
の

か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
回
収
期
間
を
短
く
設
定
す

る
こ
と
で
、
後
述
す
る
コ
ス
ト
の

軽
減
も
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
．
コ
ス
ト

⑴
決
済
手
数
料
に
よ
り
発
生
す
る

コ
ス
ト

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
決

済
に
か
か
る
手
数
料
が
コ
ス
ト
と

し
て
発
生
し
ま
す
。
振
り
込
み
に

よ
る
売
上
代
金
の
入
金
で
、
振
込

手
数
料
を
控
除
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
こ
の
控
除
さ
れ
た
金
額
も

コ
ス
ト
で
す
。
ま
た
、
見
落
と
し

が
ち
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
金
で

回
収
で
き
た
場
合
で
も
、
銀
行
に

入
金
に
い
く
手
間
や
人
件
費
、
現

金
回
収
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
場
合
に
は
そ
の
費
用
も
コ
ス
ト

で
す
。

⑵
期
間
に
よ
り
発
生
す
る
コ
ス
ト

　

上
記
の
コ
ス
ト
以
外
に
、
期
間

に
よ
り
発
生
す
る
コ
ス
ト
が
あ
り

ま
す
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
売
り

上
げ
る
た
め
に
は
、
仕
入
代
金
や

外
注
費
な
ど
の
支
払
い
が
先
に
発

生
し
ま
す
。
つ
ま
り
先
に
お
金
が

出
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
金
を
「
立

て
替
え
て
い
る
」
状
況
に
な
り
ま

す
。

　

例
え
ば
１
０
０
万
円
の
売
り
上

堀
内
会
計
事
務
所

税
理
士　
　

堀 

内　

龍 

文

げ
代
金
が
１
か
月
間
入
金
さ
れ
な

い
と
し
ま
す
。
こ
の
会
社
の
銀
行

借
入
金
利
が
２
％
だ
と
す
る
と
１
，

６
６
６
円
の
金
利
コ
ス
ト
が
発
生

し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
２

か
月
で
３
，
３
３
３
円
、
３
か
月

で
４
，
９
９
８
円
と
増
加
し
て
い

き
ま
す
。
売
上
代
金
を
回
収
す
る

期
間
を
短
く
す
る
こ
と
で
、
回
収

で
き
な
く
な
る
リ
ス
ク
を
軽
減
す

る
だ
け
で
な
く
、
コ
ス
ト
も
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
と
め　

　

売
り
上
げ
を
作
り
出
す
こ
と
は

経
営
者
と
し
て
重
要
な
仕
事
の
一

つ
で
す
。
し
か
し
、
売
り
上
げ
て

終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
代
金

を
回
収
す
る
と
こ
ろ
ま
で
が
売
り

上
げ
に
関
す
る
仕
事
で
、
回
収
し

て
初
め
て
利
益
が
確
定
し
ま
す
。

ま
た
、
せ
っ
か
く
売
り
上
げ
て
も
、

未
回
収
と
い
う
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ

れ
た
り
、
コ
ス
ト
が
増
え
た
り
す

る
よ
う
で
は
、
日
々
の
企
業
努
力

が
報
わ
れ
ま
せ
ん
。
一
度
自
社
の

売
上
代
金
の
回
収
に
つ
い
て
、
現

状
の
ま
ま
で
問
題
は
な
い
か
、
見

直
し
た
り
改
善
し
た
り
す
る
良
い

方
法
は
な
い
か
な
ど
、
顧
問
税
理

士
や
流
山
商
工
会
議
所
の
経
営
指

導
員
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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「
ユ
ー
ザ
ー
起
点
で
磨
い
た

デ
ジ
タ
ル
防
犯
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」

　

今
回
は
、
夜
道
の
不
安
と
い
う

生
活
課
題
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
再

定
義
し
た
防
犯
ア
ク
セ
サ
リ
ー
開

発
の
事
例
で
す
。
東
京
都
千
代
田

区
に
あ
る
Ｙ
ｏ
ｌ
ｎ
ｉ
（
ヨ
ル
ニ
）

株
式
会
社
は
、「
夜
道
の
不
安
を
な

く
す
」
こ
と
を
掲
げ
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
と
連
携
す
る
防
犯
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
が
ま
ず
行
っ
た
の
は
「
夜

道
の
不
安
の
本
当
の
課
題
は
ど
こ

か
」
を
徹
底
的
に
見
極
め
る
こ
と

で
し
た
。
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
聞
き
取

り
か
ら
、
多
く
の
人
が
「
被
害
に

遭
っ
た
時
、
い
き
な
り
警
察
に
連

絡
す
る
よ
り
、
ま
ず
家
族
や
友
人

に
知
ら
せ
た
い
」
と
感
じ
て
い
る

こ
と
や
、「
後
ろ
か
ら
つ
い
て
こ
ら

れ
た
時
に
、
着
信
が
鳴
っ
た
ふ
り

を
し
た
ら
相
手
が
離
れ
た
」
と
い
っ

た
行
動
パ
タ
ー
ン
が
見
え
て
き
ま

し
た
。

　

そ
こ
か
ら
、「
怖
い
か
ら
持
つ
防

犯
グ
ッ
ズ
」
で
は
な
く
「
夜
を
前

向
き
に
楽
し
む
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
本
体
を
握
る
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
着
信
が
鳴
る
、
ピ
ン

を
引
く
と
家
族
や
友
人
に
位
置
情

報
付
き
で
知
ら
せ
る
と
い
っ
た
、

一
連
の
行
動
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル

体
験
が
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
明
確
な
課
題
認
識

は
、
長
年
の
試
行
錯
誤
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
育
ま
れ
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
の
通
信
モ
ジ
ュ
ー
ル

を
使
っ
た
コ
ン
テ
ス
ト
を
起
点
に
、

通
信
方
式
や
セ
ン
サ
ー
の
変
化
に

対
応
し
な
が
ら
、
多
く
の
試
作
品

を
つ
く
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

筐
体
（
き
ょ
う
た
い
）
を
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
で
何
度
も
出
力
し
、

ス
イ
ッ
チ
の
押
し
や
す
さ
や
電
池

交
換
の
し
や
す
さ
と
、
デ
ザ
イ
ン

性
の
両
立
を
検
証
し
、
量
産
時
の

コ
ス
ト
も

繰
り
返
し

試
算
し
ま

し
た
。
会

社
の
哲
学

を
言
語
化

し
て
共
有

し
、
毎
週

の
議
論
を

通
じ
て
ぶ
れ
な
い
軸
を
持
ち
続
け

た
こ
と
も
、
製
品
の
成
熟
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
の
視
点
で
見

る
と
、
同
社
の
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ

あ
り
ま
す
。
第
一
に
、
技
術
的
な

実
現
方
法
で
は
な
く
、「
ど
ん
な
夜

を
過
ご
し
た
い
の
か
」
と
い
う
ユ
ー

ザ
ー
の
物
語
か
ら
逆
算
し
て
課
題

を
細
か
く
分
解
し
た
こ
と
で
す
。

第
二
に
、
ハ
ー
ド
と
ア
プ
リ
を
行

き
来
し
な
が
ら
、
小
さ
な
仕
様
変

更
や
検
証
の
サ
イ
ク
ル
を
高
速
に

回
し
続
け
、
机
上
で
は
分
か
ら
な

い
使
い
勝
手
を
一
つ
ず
つ
磨
き
込

ん
だ
こ
と
で
す
。
第
三
に
、
自
社

の
哲
学
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、
短
期

的
な
売
り
上
げ
よ
り
も
長
期
の
価

値
提
供
を
優
先
し
、
機
能
追
加
や

コ
ス
ト
設
計
を
段
階
的
に
見
直
し

て
き
た
こ
と
で
す
。

　

こ
の
９
年
間
の
歩
み
は
、
リ
ソ
ー

ス
の
限
ら
れ
た
中
小
企
業
で
も
、

ユ
ー
ザ
ー
に
寄
り
添
っ
た
Ｄ
Ｘ
を

実
現
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

（
こ
の
事
例
は
筆
者
取
材
時
の
も
の

で
あ
り
、
現
在
で
は
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

ウ
イ
ン
グ
ア
ー
ク
１
ｓ
ｔ
株
式
会
社

　

デ
ー
タ
の
じ
か
ん
主
筆大

川　

真
史
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10～12月に入会された方をご紹介いたします。これからよろしくおねがいいたします。新 入 会 員 の ご 紹 介新 入 会 員 の ご 紹 介
事業所名 氏　名 業　種 住　　所 部会 H P

（福）こころ 小　路　広　也 障がい福祉施設 西初石 サ

たまふり亭 大　旗　　　翼 キッチンカー 我孫子市布佐平和台 特

（株）さんぽ 細　田　浩　史 キッチンカー 茨城県つくば市北中島 特

ハッピーフード 大　島　　　博 キッチンカー 茨城県筑西市中舘 特

キッチンカーイッチャン 中　田　幸　伸 キッチンカー 茂原市法目 特

豊ちゃん 豊　田　明　子 移動販売 大網白里市季美の森南 特

（株）太陽工業 ユルドゥルム
エロール

解体工事、
産業廃棄物収集運搬 こうのす台 建

テーラーエヌデザイン 橋　本　のり子 デザイン制作 鰭ヶ崎 商

川村純顕公認会計士事務所 川　村　純　顕 コンサルティング業 おおたかの森南 サ

Tu Tu（同） 冨　澤　靖　博 写真業　撮影業務 おおたかの森北 商

リラクゼーションサロン
ルアナ 西　　　雪　江 リラクゼーション

サービス 市野谷 商

（株）SOLARE 田　岡　照　章 サービス付き
高齢者向け住宅 西初石 サ

日翔（株） 日　高　亮　祐 免震工事、鍛冶工事 平和台 建

細　江　嘉　恵 イラストレーター 駒木 サ

ソニー生命保険（株）
横浜第5支社 岡　部　洋　平 生命保険業 長崎 サ

菓子ヒトトキ 谷　口　伸　吾 洋菓子製造販売 中 商

RPS 内　田　菜　大 パーソナル
トレーニング指導 三輪野山 サ

サンケア整骨院 柏　木　雄　大 整骨院 江戸川台東 サ

栁　澤　春　香 事務サポート、
インスタグラムPR 木 商

中山労務経営事務所 中　山　雅　勝 社会保険労務士 市川市本北方 特

ナカイトランスポート
サービス 中　井　勝　巳 運送業 東深井 工

※部会　商：商業、工：工業、建：建設業、サ：サービス諸業、特：特別会員

経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々をバックアップするた
め、　無担保　無保証人　低金利　で融資する制度です。

①流山市内で最近1年以上事業を継続している方
②従業員が20人以下（商業・サービス業は5人以下）の法人、個人事業
主の方（個人事業主、家族従業員、法人企業の役員の人数は除く）
③所得税（法人税）、事業税、市・県民税等を納期限内に完納している
方
④日本政策金融公庫の融資対象業種である方
　（※決算内容によってはご希望に沿えない場合もございます。）

マル経融資制度をご利用ください！！
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

マル経融資とは？ 融資の要件

融資額

年利2.10% 令和7年12月1日現在
※利率は変動しますので
　ご確認ください

2,000万円以内 7年以内
※新型コロナウイルス対策としての別枠もあります。

運転資金、設備資金

据置1年以内

運転
資金

資金用途

まずはお気軽にお電話でご相談ください！！　　流山商工会議所　中小企業相談所　TEL：04－7158－6111

融資期間

10年以内
据置2年以内

設備
資金
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3月

2月

1月

仕事始め
流山市新春賀詞交歓会
令和７年度　第32回通常総会（青年部）
事業承継相談会
求人票活用セミナー
創業塾特別講座
生産性向上支援訓練「成果を上げる業務改善」セミナー①
建設業部会　視察研修
戦略経営委員会事前会議
正副会頭会議
生産性向上支援訓練「成果を上げる業務改善」セミナー②
第5回あきんど酒場
第236回珠算検定試験
常議員会
労働保険事務組合　第３期労働保険料　納付期限
確定申告相談会（～3/13）
第172回日商簿記検定試験
正副会頭会議
事業承継相談会
流山本町ひなめぐり2026（～3/8）
はるうららコンサート（女性会）
常議員会
確定申告相談会最終日
生活習慣病検診
生活習慣病検診
事業承継相談会
流山そろばんフェスティバル2026
第31回通常議員総会

5日
7日
20日
22日
23日
24日
27日
27日
28日
28日
3日
4日
8日
12日
16日
16日
22日
25日
26日
28日
8日
12日
13日
16日
17日
18日
20日
26日

商工会議所 今後の予定一覧（R8.1～3月）
月 日 事　業　名

お問い合わせは TEL ０４-７１５８-６１１１

流山の経済指標
1. 人　口
区分
12月
R6.12
増減
※平成27年国勢調査速報値の公表により、数値が修正されております。

※12月20日現在

男
105,838人
104,557人
1,281人

女
109,690人
108,605人
1,085人

合計
215,528人
213,162人
2,366人

世帯

1,710世帯
91,062世帯
92,772世帯

（令和7年12月１日・流山市常住人口）

2. 金　融
①マル経資金（日本政策金融公庫）

（流山商工会議所）

1－3月

件数 金額（万円）

②流山市制度融資

4－6月

9
12
13
6
13

8,850
11,880
4,260
2,300
8,100

22
24
13
9
11

21,490
29,784
10,820
12,230
9,660

10－12月

10－12月

7－9月

1－3月
4－6月

10－12月

10－12月

7－9月

件数 金額（万円）

4. ガ　ス

販
売
量

家庭用
商業用
工業用
その他
合　計

㎥
㎥
㎥
㎥
㎥

2,611,343
1,452,652
376,359

1,761,331
6,201,685

㎥
㎥
㎥
㎥
㎥

5,466,375
1,132,264
323,892
740,255

7,662,786

㎥
㎥
㎥
㎥
㎥

8,971,787
1,580,773
335,706
1,207589

12,158,855

㎥
㎥
㎥
㎥
㎥

5,4141,172
1,201,519
344,909
890,777

7,851,377

用　途 10－12月1－3月4－6月7－9月

（流山市都市ガス）

3. 労　働

求
職

倍
率

求
人

適
用

給
付

①求人・求職

②雇用保険

（松戸公共職業安定所・松戸分）

新規求職者数

適用事業所数

令和7年10月 前年同月 増減率（％）
（人）

月間有効求職者数（人）
新規求人数 （人）

被保険者数 （人）
受給者数 （人）
支給金額 （千円）

月間有効求人数
紹介件数
就職件数

2,799
14,045
4,574
11,609
2,777
509
1.63
0.83

2,634
14,762
4,498
12,642
2,565
499
1.71
0.86

令和7年7月
2,685
14,626
4,395
11,703
2,797
458
1.64
0.80

6.3
▲ 4.9
1.7

▲ 8.2
8.3
2.0

▲0.08p
▲0.03p

14,615
193,290
4,338

690,499

14,422
190,740
3,783

584,690

14,699
193,664
4,310

670,110

1.3
1.3
14.7
18.1

（人）

新規求人倍率 （倍）
有効求人倍率

（注）1.▲は減を表す。 2.pはポイントの略。

（注）1.給付関係の受給者実人員は、短時間を含む基本手当基本分。 
　　2.▲は減を表す。

（倍）

（注）流山市の販売量に修正（提供：京和ガス㈱）

会員の皆様のお取引先、お知り合いでまだご加入
いただいていない事業所がござい
ましたら、ぜひご紹介ください。
流山商工会議所
　０４（７１５８）６１１１

 会員を募集しています！

　ベストウイズクラブでは、「商工会議所福祉制
度」を会員の皆様にご理解いただき、会員事業所の
福祉向上にお役立ていただくことを主な目的として
おります。
　「商工会議所福祉制度」は、経営者・役員の皆様
の保障や退職金準備の他、入院・介護・老後に備え
た様々な保障ニーズにお応えするものです。
　この機会にぜひ会員皆様方の新規加入や加入済み
保険の見直しを含めご相談くださいますようご案内
いたします。

『商工会議所福祉制度』
　　キャンペーン実施のお知らせ

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・
福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会
議所およびアクサ生命保険株式会社により運営され
ている組織です。


